
歯車Ａ，Ｂがかみあってそれぞれ回転しています。Ａの歯の数は 30 で

1秒間に 6回転します。Ｂの歯の数をＸ、Ｂの 1秒間の回転数をＹ

としてＹをＸの式で表しなさい。 またＢが毎秒 15回転するときのＢの歯数をもとめなさい

歯車Ａ，Ｂがかみあってそれぞれ回転しています。

Ａの歯の数は 16 でＢの歯の数は２４です。

Ａが毎秒Ｘ回転するときＢは毎秒Ｙ回転するとき

ＹをＸの式で表しなさい。

歯車Ａ，Ｂがかみあってそれぞれ回転しています。Ａの歯の数は 30 で

毎秒 18回転します。Ｂの歯の数をＸ、Ｂは毎秒Ｙ回転する

としてＹをＸの式で表しなさい。 また歯車Ｂの歯の数が 36 の時

Ｂは毎秒何回転しますか？

反比例の利用　歯車の問題

まずＡは歯の数が 30 で 1秒間に 6回転するからＡの歯は 1秒間に 30×6＝180 回

ガタガタします。Ｂは 180 回のガタガタをＡからうけます。Ｂの歯の数はＸなので 180÷Ｘを

するとＢの回転数がわかります。 したがってＹ＝180/X が答えになります。

またＢが 15 回転するときというのは出た式のＹ（ＹはＢの回転数なので） に 15 を代入してＸ＝12 となり

Ｂの歯の数は 12 ということがわかります 歯車Ａ 歯車Ｂ

歯の数 30

歯の数Ｘ

まずＡは歯の数が 30 で 1秒間に 18 回転するからＡの歯は 1秒間に 30×18＝540 回

ガタガタします。Ｂは 540 回のガタガタをＡからうけます。Ｂの歯の数はＸなので 540÷Ｘを

するとＢの回転数がわかります。 したがってＹ＝540/X が答えになります。

またＢの歯の数が 36 の時というのは出た式のＸ（ＸはＢの歯の数なので） に 36 を代入して

Ｙ＝15 となりＢは 15 回転するということがわかります

問題１

問題２ 比例式になるパターン （おまけ問題）

まずＡは歯の数が１６で 1秒間にＸ回転するからＡの歯は 1秒間に

16×Ｘ＝１６Ｘ回ガタガタします。Ｂは１６Ｘ回のガタガタを

Ａからうけます。Ｂの歯の数は２４なので１６Ｘ÷２４を

するとＢの回転数がわかります。 したがってＹ＝１５Ｘ/24 となり

これを約分したＹ＝　Ｘが答えになります。３

２


